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俳句コンテスト入賞者の皆さん

コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
作
品
を
表
彰

黛
ま
ど
か
さ
ん
が
選
ぶ
「
第
四
回
風
と
恋
の
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
表
彰
式
は
十
一
月
六
日
、
入
賞
者
ら
約
二
百
人
が
出
席
し
、
町
総

合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
応
募
総
数
は
六
千
九
百
十

二
句
。
入
賞
者
に
は
、
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

第
二
部
は
、
黛
さ
ん
の
講
評
と
ト
ー
ク
を
楽
し
み
、
俳
句
へ
の
興

味
を
さ
ら
に
広
げ
ま
し
た
。
入
賞
作
品
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

優
秀
賞
（
風
・
恋
　
各
三
句
）

湯
上
が
り
の
夫
と
分
け
合
う
う
ち
わ
風

近
藤
　
清
助
（
鐚
巻
町
）

白
南
風

し
ろ
は
え

や
勝
っ
て
歌
ひ
し
応
援
歌

松
下
美
奈
子
（
熊
本
県
）

猫
じ
ゃ
ら
し
風
に
道
草
さ
せ
て
ゐ
し

岩
井
　
　
通
（
福
島
県
）

苗
札
の
夫
の
遺
墨
も
う
す
れ
き
し
　
　

広
田
　
ユ
キ
（
ブ
ラ
ジ
ル
）

抜
け
出
し
て
月
に
見
つ
か
る
二
人
か
な

板
垣
　
道
代
（
岐
阜
県
）

星
今
宵
む
ね
に
さ
ざ
な
み
立
て
て
待
つ

藤
原
　
　
紅
（
三
重
県
）

最
優
秀
賞
（
風
・
恋
　
各
一
句
）

潮
風
の
中
に
く
ぐ
れ
る
茅
の
輪
か
な

景
山
　
典
子
（
東
京
都
）

春
風
の
吹
く
道
君
と
帰
る
道関屋

は
る
な
（
一
戸
高
校
一
年
）

恋 風 恋 風

奨
励
賞
（
小
・
中
・
高
・
一
般
　
各
三
句
）
鐚
巻
町
関
係

は
る
の
か
ぜ
い
ち
ね
ん
せ
い
が
と
お
る
み
ち

和
田
　
資
生

も
と
き

（
鐚
巻
小
一
年
）

あ
と
少
し
わ
た
毛
が
風
で
旅
立
つ
日

下
屋
鋪
千
絵
美
（
鐚
巻
小
五
年
）

袖
山
の
風
車
が
ま
わ
り
山
開
き

石
角
　
　
理

さ
と
る

（
鐚
巻
中
二
年
）

父
母
の
間
に
座
し
て
涼
み
け
り
　
　

入
月
　
康
輔
（
鐚
巻
中
三
年
）

友
だ
ち
と
話
す
夕
や
け
長
い
か
げ
　

波
紫
　
啓
太
（
江
刈
小
三
年
）

夏
み
か
ん
は
ず
か
し
そ
う
に
み
つ
め
あ
う

星
野
　
光
亮
（
鐚
巻
小
四
年
）

先
生
が
恋
し
く
な
る
よ
夏
休
み
　
　

野
舘
　
正
亘

ま
さ
の
ぶ

（
鐚
巻
小
六
年
）

ハ
ン
モ
ッ
ク
二
人
の
距
離
を
近
づ
け
し
　

山
下
　
華
奈
（
鐚
巻
中
一
年
）

恋 風 団
体
賞

〔
最
優
秀
校
〕

〔
優
秀
校
〕

小
学
校
の
部

鐚
巻
小
学
校

江
刈
小
学
校
　

中
学
校
の
部

鐚
巻
中
学
校

大
潟
中
学
校
（
秋
田
県
）

高
校
の
部

遠
野
緑
峰
高
校
（
遠
野
市
）
一
戸
高
校
（
一
戸
町
）

町長から奨励賞を贈られる和田資生くん㊧


